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よる脳循環不全で死亡した。更に本疾患に関し文献
的考察，特に治療法はっき検討を加えた。本邦K於
いて，脳血行不全を改良する意味での，人工代用血
管移植を行なった成功例は木本等の詳細な報告に次
いで第 2例目である。 
11.特異なる経過をたどった回盲部結核症の 1治
験例について
真家雅彦，瀬田信一
高峰茂松  
症例， 55才男。家族歴，既往歴に特記すべきもの
はない。現症歴，本年 2月頃から両側腹部の軽度な
自発痛，圧痛あり， 7月頃より毎夕 380CK熱発，内
科的治療を受けたが下熱の兆なく， 9月初旬来院し 
7こ。
入院時所見， るいそう顕く， 回盲部l乙腫癌を触
知。→般検査では貧血と肝機能障害を認める。レ線
的に回腸の狭窄，盲腸の陰影欠損を認めた。手術所
見。腹膜に散布性の白色結節あふ回盲部l乙小児手
拳大の腫癌あり，周囲と癒着す。回盲部切除術を施
行し，カナマイシンとテラマイシンを投与した。切
除標本は回盲部を中心に演蕩形成著しく組織学的に
も定型時結核病変を示していた。術後経過は極めて
良好で術後 2日目よりは平熱となった。症例報告に
加えて 1918年よりの腸結核症及び回盲部結核症の
文献的考察を加えた。
12.脳膜炎を伴える脳膜脳脱の 1治験例
野口力，谷口治
平山利弘
したものである。本症例は，噴門上部 4cmの所l乙
狭窄あり，更に幽門部に狭窄を合併している。昭和 
36年 5月全麻の下に手術を施行した。術式は食道狭
窄部l乙縦切聞を加え横縫合し，噴門部を横隔膜l乙縫
着し，横隔膜上部lζ成形部がある様に固定した。更
に幽門狭窄部と縦切開横縫合し手術を完了した。術
後経過よく術後 18日自に追院している。
本邦に於ては欧米に比し先天性食道狭窄の報告例
が多く，これを統計的に恰せて考察した。
9.噴門肉腫の 1例 、
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最近当教室に於て比較的稀れとされる噴門肉腫の
1治験例を得たので、報告する。症例 45才男子， 昭 
和 36年 2月頃より貧血，鴨下障碍を訴える様にな
りレ線検査で噴門部より食道下部にかけ辺縁滑かな
る陰影欠損をみた。噴門癌の診断にて 6月上旬左開
胸及び開腹，食道噴門切除食道空腸吻合術施行，腫
癌は噴門部にあり組織学的検索の結果噴門部よりー
部食道粘膜下に浸潤せる滑平筋肉腫でリンパ腺転移
なし。本邦では現在迄胃肉腫 223例中滑平筋肉腫 53
例の報告があり，教室では胃肉腫 13例中最初の滑
平筋肉腫である。更に内外文献で胃肉腫は 45才か
ら55才迄の男子に多い。癌症状に類似するため術
前診断は殆んど胃癌， 胃肉腫噴門部発生頻度は 3%
前後だが教室では 13例中 4例を数える。胃悪性腫
蕩中肉腫は 2%前後といわれるが教室では 0.6%こ
れを噴門部にかぎると 0.4%である。 
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13.回盲弁に原発せる癌腫の 1治験例
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回盲弁lζ原発せる腫療は稀な疾患であり，特lζ癌
腫l乙於ては，本邦では未だその報告をみていない。
私は乙の度， 慢性イレウス症状を呈せる 66才の
血管を移植し，満足な血行を得，全治退院後約 9カ
月現在経過良好である。第 2例は 20才の女子，両
眼視力障害及び失神発作を主訴として来院，動脈撮
影により両総頚動脈の不完全閉塞を認めたので，大
動脈起始部より Y字型のテフロン代用血管を両総頚
動脈まで移植したが，術後  18日目代用血管血栓に 
